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義務教育９年間で資質・能力を育成す
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究開発
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各教科等において
育まれる資質・能力

教科等の枠をこえて
活用される資質・能力

自分たちの周りにある問いや現代的な諸課題に
対応するために求められる資質・能力

本校の研究



3年生からの家庭科

3年生からの技術科(情報分野)

６年生からの社会科歴史領域通史

1年生から英語科（1年生～６年生 週３回のモジュール学習）

生活科や他教科
との関連性

カリキュラムの整理によってうまれた余白を、
探究的な活動や総合的な学習の時間にあてる

第３学年から第６学年の各教科
（国語・算数・社会・理科）のプログラミングに関する

学習内容を技術科の学習する内容として再編

生活科・総合的な学習の時間（特別支援学級は「せいかつ」）を中核においたカリキュラム



資質・能力を発揮する場として、

生活科・総合的な学習の時間を

位置づけ設定課題を検討する

各教科等の視点で、フォーカスする

資質・能力について目指すべき

生徒像をえがく

縦のつながり（学年間の系統性）、
横のつながり（各教科等のつながり）
の２つの視点で９カ年の学習内容を
スパイラルな学びになるよう検討する。

各教科等と、生活科・総合的

な学習の時間のつながりを

資質・能力ベースで考えなが

ら1ヵ年の学習内容を俯瞰す
る。

授業実践・省察

学年

教科等

学年 教科等

学年

学年 教科等



に組D組は各教科を合わせた
指導と教科別の指導の総称
として「せいかつ」
を位置付ける各教科等

初等部

体験を通した探究心の育成

中等部

身近な社会に対する探究心から

課題解決へと発展

高等部

社会問題の解決に向けた探究

１・２年生

生活科

３年生

仕事

４年生

伝統文化

５・６年生

京都から世界へ

まちづくり・SDGｓ

７年生

エネルギー問題

８年生

エネルギー問題

国際交流（タイ）

９年生

エネルギー問題
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❷資質・能力を発揮する場として、

生活科・総合的な学習の時間を位置づけ設定課題を検討する



liberal Arts

Mathematics

TcechnologyScience

Engineering

社会への価値の創出を可能にするために
探究の視点としてのSTEAM

芸術・文化・
人間・社会等

A（リベラルアーツ）を円心に、
探究の視点を広げていく



❸ 縦のつながり（学年間の系統性）、横のつながり（各教科等のつながり）

の２つの視点で９カ年の学習内容をスパイラルな学びになるよう検討する。



❹各教科等と、生活科・

総合的な学習の時間のつ

ながりを資質・能力ベー

スで考えながら1ヵ年の学
習内容を俯瞰する。



本校の提案する「考えるプロセス」
❺授業実践・省察



『研究開発の成果と分析』

ー“量的な視点”と“質的な視点”からー



質的な視点

数値化が難しく、子どもの学びの観察やプロセス、規準表などにより学びの成果

を捉えようとする視点

教育における“量的な視点”と“質的な視点”

一般的な例）主体的に学習に取り組む態度、発表や表現物、評価規準表、ルー

ブリック など

量的な視点

数値や統計など客観的に学びの成果を捉えようとする視点

一般的な例）学力調査や検査、アンケート調査結果 など

評価する対象によって適正あり。また、相互作用的に捉える必要性。



評価の対象を具体化

子ども
各教科等

(特に、教科、総合的な学習の
時間について)

研究主題

教育活動のどの場面でどのような視点
で子どもの学びを見取り、評価するの
か

資質・能力の育成を軸とした授業開
発・カリキュラム開発についての評価

“義務教育９年間で資質・能力を育成
するための教育課程の再構築に関する
研究開発”における総括的評価

＃各教科等の授業における子ども
や小集団の学びの見取り

＃独自のカリキュラムの編成に関
する教科・領域授業での子ども
の学びの見取り

＃検査やアンケートにおける個別
的な変容分析

＃各教科等の授業における子ども
や小集団の学びの見取り

＃独自のカリキュラム編成に関す
る教科・領域の評価
＃評価基準表における資質・能力
の整理、整合による評価

＃各教科独自の検査やアンケート
分析結果による評価

＃教科連携協力者等の教科教育専
門家からの評価

＃研究協議会参観者からの評価

＃主体的な学びのアンケート結果
＃本校教職員からの研究について
の評価
＃学校評価からの保護者評価
＃運営指導委員会、教科連携協力
者等の教育専門家からの評価

＃研究協議会参観者からの評価

質的な視点 量的な視点
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質的な視点 量的な視点

【量的な視点】主体的な学びのアンケート結果

【質的な視点】 評価規準表と資質・能力との整合

【質的な視点】資質・能力の活用・発揮場面での
経年的な見取り



主体的な学びを捉えるためのアンケート（５件法） （本年度冊子ｐ
２０）

【量的な視点】 主体的な学びアンケート



主体的な学びを捉えるためのアンケート（５件法） （本年度冊子ｐ
２０）

自己効力感 価値づけ

同一化的
動機づけ

内発的
動機づけ

【量的な視点】 主体的な学びアンケート



年度 自己効力感 価値づけ 同一化 内発的

2018

2019 3.96 4.48 4.12 4.08

2020

2021 3.95 4.5 4.15 4.07

2022 3.96 4.53 4.21 4.17

2023 4 4.55 4.25 4.16

2024 4.08 4.61 4.2 4.27

2025 4.05 4.59 4.22 4.12

【量的な視点】 主体的な学びアンケート

分析Ⅰ｜ 各項目における全体平均の年度ごとの推移



【量的な視点】 主体的な学びアンケート

分析Ⅱ｜ 第９学年における年度ごとの各項目の変容

年度 自己効力感 価値づけ 同一化 内発的

2018

2019 3.47 4.14 3.65 3.56

2020

2021 3.6 4.22 3.84 3.81

2022 3.54 4.28 3.84 3.8

2023 3.76 4.16 3.91 3.78

2024 3.8 4.49 4.1 4.08

2025 3.73 4.32 4.03 3.94



【量的な視点】 主体的な学びアンケート

年度 自己効力感 価値づけ 同一化 内発的

2018

2019 4.05 4.49 4.2 4.14

2020

2021 3.9 4.61 4.13 3.99

2022 3.94 4.45 4.1 4

2023 3.74 4.44 3.91 3.86

2024 3.52 4.27 3.74 3.81

2025 3.73 4.32 4.03 3.94

分析Ⅲ｜ 同一集団における（2025年度時点で第９学年）

における各項目の経年変化



【質的な視点】 評価規準表と資質・能力との整合



評価規準表
単元構想図

本時の展開
本時の評価

資質・能力を軸として一貫して

計画・指導・見取り・評価



【質的な視点】資質・能力の活用・発揮場面での
経年的な見取り

抽出の子どもにフォーカスした個別的な見取り

⇒資質・能力を中核としたカリキュラムの評価につながる

⇒例年、表現方法が異なる中でどう資質・能力の活用・発揮を見取るのか

（例）

新聞作成・省察 発表・レポート ポスターセッション 発表・レポート

子どもの、記述や発表等の表現・成果物を追う

6 7 8 9



資質・能力の活用・発揮場面での経年的な見取り

【質的な視点】

抽出の子どもにフォーカスした個別的な見取り 生徒Aの具体

6年生：SDGs『Do You Kyoto?』

【京都の水】

僕がいま、何も感じずに使っている「水」に対しての理解が深ま

り、「水」を大切にしようと思った。（中略）自分達が良い生活を

していて、ゆうふくなことを知った。

【京都の木の文化】

(1)京都にある環境に配慮した建築物を調べる。

(2)京都府産木材の活用状況について調べる。

(3)木造建築が環境にやさしい理由についてくわしく調べる。

7年生：『エネルギー～○○博士になろう～』

【福島現地視察総括】

私はこれまで「福島」を、「支援が必要な、かわいそうなとこ

ろ」と、どこかで思っていいましたが、今回の活動を通して、実

際に「福島」と出会い、そうではないことに気づき、心が動か

されました。（中略）その上で、クラブチームでサッカーをして

いる一人であり、福島のサポーターになった私が提案するの

は、世界中の人たちに「福島」の素晴らしさを知ってもらうた

めにFukushima SDGs(福島が発信する持続可能な開発

目標)を開催の理念としたサッカーワールドカップを開催する

ことです。

6 7



資質・能力の活用・発揮場面での経年的な見取り

評価の視点 “質的な視点➂”

抽出の子どもにフォーカスした個別的な見取り 生徒Aの具体

8年生：『日本のエネルギー課題』

【提言コンテスト】

私は学校で核のごみ問題に取り組んでいます。（中略）「核の

ごみ問題」を私の友達や家族に理解してもらうために、まず、自

分がこれまでこの問題に取り組んできたことを伝えたいと思い

ます。（中略）自分の体験を通して学んだことや、自分の思いや

意見を伝えた上で、この問題に対する友達や家族の疑問や意

見を聞き、対話したいと思います。

9年生：『Energy×EXPO-78期生主催エネスポ-』

（現在進行中）【課題設定時】

人文→人間の根本的な疑問。（Humanities）、哲学、倫理

国境を越えた協調生徒は？→外交、地球規模の課題→相

手の立場、協力し合える人たち 自ら課題に向かう主体性

とは→自分ごと化→どんな姿をめざすのか

8 9
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身近な社会について
“知りたい”

身近な社会の課題を
“解決したい”
（実現可能性△）



資質・能力の活用・発揮場面での経年的な見取り
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身近な社会の課題を
“解決したい”
（実現可能性〇）

社会の課題を
“どう解決すべきか”
（多角的視点・自分事）



研究の手応えと展望

子ども自身が学びの実感や有意性の価値が高まるような工夫が必要か

“子どもを主役とした学び”の具体化や一般化

主体的な学びに関するアンケート等の量的視点における評価の上昇

各教科等における生徒の姿、質的視点における見取りからも、義務教育段階における資質・能

力育成の授業・カリキュラムの再構築について評価できる

資質・能力をベースとし、９年間かけて子どもの学びに対して向き合いやすい

特に本校は資質・能力を複雑化・具体化していることで、より解像度の高い指導や評価が期待

子どもや保護者が学校に求めている要素とのギャップ、指導者の専門的知見技能の必要性
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